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備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること｡

　　　２　選択肢のある欄は、該当する事項を○印で囲むこと｡
　　　３　結果の欄には、良否を記入すること｡

　　　４　非常電源及び配線についての試験結果報告書を添付すること｡

　　　５　総合操作盤の設けられているものにあっては、総合操作盤についての試験結果報告書を添付すること｡

